平成２６年第１回上毛町議会臨時会会議録
招集の場所　　上毛町議会議場
開閉会日時及び宣言
平成２６年１１月２５日　午前１０時００分
───────────────────────────────
○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員
出席議員（１１名）
　１番　荒牧弘敏　　２番　宮本理一郎　　３番　高畑広視　　４番　宮崎昌宗
　５番　峯　新一　　６番　三田敏和　　７番　安元慶彦　　８番　茂呂孝志
１０番　亀頭寿太郎　１１番　増矢年克　１２番　大山　晃
欠席議員（１名）
　９番　古野啓藏
───────────────────────────────
○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名
　町長　坪根秀介・　副町長　今任和広・　会計管理者　中　　豊
　総務課長　川口　彰・　長寿福祉課長　末松克美・　建設課長　古原典幸
　総務係長　熊谷豊司
───────────────────────────────
○職務のため本会議に出席した者の職氏名
　議会事務局長　　　　垂水英治
　議会事務局主任主事　友松　円
○議事日程
平成２６年第１回臨時会議事日程
平成２６年１１月２５日　午前１０時００分　開議
日程第　１　会議録署名議員の指名
日程第　２　会期の決定
日程第　３　諸般の報告
日程第　４　議案第４２号　専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第４号））
日程第　５　議案第４３号　専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第５号））
日程第　６　議案第４４号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について
日程第　７　議案第４５号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第６号）
日程第　８　議案第４６号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
日程第　９　議案第４７号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
日程第１０　議案第４８号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
日程第１１　議案第４９号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
日程第１２　推薦第　１号　上毛町農業委員会委員の推薦について
○　会　議　の　経　過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分
○議長（大山　晃君）定刻になりました。皆さん、御起立をお願いいたします。
　一礼して着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は１０名です。古野議員より欠席届が出ております。４番　宮崎議員より定刻におくれるとの届け出がありましたので、報告いたします。
　今から平成２６年第１回上毛町議会臨時会を開催いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。
　本臨時会の会議録署名議員に、１１番　増矢議員、１番　荒牧議員を指名いたします。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第２、会期の決定を議題とします。
　臨時会招集の告示を受け、議会運営委員長に臨時会の運営について諮問いたしましたところ、１１月２１日、議会運営委員会を開催いただき、答申をいただきました。委員会の答申は、会期を本日１日とする答申です。
　お諮りします。臨時会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日１日としたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は、本日１日とすることに決定いたしました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第３、諸般の報告を行います。
　本臨時会に提出された案件は、町長からの専決承認案２件、条例案１件、予算案５件の計８議案と議長発議の人事案件１件です。
　議事日程をお手元に配付しておりますのでごらんください。
　本日の日程は、提案理由の説明を受けた後、引き続き議案内容の説明を受け、質疑を行います。質疑が終了した後、討論、採決を行いますので御了解ください。
　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長に出席の要求をいたしたところ、説明員としてお手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席をいただいております。
　これで、諸般の報告を終わります。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。
　日程第４議案第４２号、日程第５議案第４３号、日程第６議案第４４号、日程第７議案第４５号、日程第８議案第４６号、日程第９議案第４７号、日程第１０議案第４８号、日程第１１議案第４９号、以上８件を一括上程します。
　提案理由の説明を求めます。
　町長。
○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　本日ここに、平成２６年第１回上毛町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位には、公私ともに大変御多用の中、またお足元の悪い中、御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　さて、山々の紅葉に町のイルミネーション、この時期の風物詩が色鮮やかに私たちの視線をとりこにするわけでありまして、この連休も大変なにぎわいを見せていたようでございます。
　一方、政治におきましては、衆議院の解散により、テレビ、新聞、雑誌等、徐々に選挙モードに変わりつつありますが、１２月中旬の投票日までは、こちらのほうもにぎわってほしいなと願うところでございます。
　たとえどのような政権になったとしても、地方が元気になることが基本目標であることに変わりはございません。安倍内閣の抱えていた地方創生への取り組みは、少子高齢化や人口流出など、極めて厳しい状況にある町村情勢、新たな展望を開くものとして、共感、期待できる政策展開だと考えます。
　先般、全国町村長会において、全国９２８の町村長合意のもとで、地方創生の推進に関する特別決議がなされたところであります。間もなく、本町でも１２月議会が開催されるわけでございますが、これまでにも示してまいりましたように、ハードルは高いかもしれませんが、上毛町が９２８町村の中でも、特に輝く町を目標に掲げ、その目標を成し遂げることが地域活性であると考えております。今後とも議員各位の御理解と御支援、御協力をよろしくお願い申し上げます。
　さて、本日の臨時会に提案いたします案件は、専決処分２件、条例案１件、補正予算５件、計８件であります。順次、提案理由を御説明いたします。
　議案第４２号　専決処分の承認を求めることについてでありますけれども、全国的な国税当局の源泉徴収事務等の点検、指導に基づき、町において所得税及び復興特別所得税の源泉徴収事務について自己点検を行った結果、源泉徴収漏れとなっている案件が判明いたしましたので、これに対応するための関係経費として、平成２６年度一般会計補正予算（第４号）において１５８万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４４億８,７０４万とし、１０月３１日に専決処分したので、地方自治法第１７９条第１項及び第３号の規定により、これを報告し、承認を求めるものであります。
　議案第４３号　専決処分の承認を求めることについてでありますが、今回、衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査が執行されることに伴い、これに対応するための関係経費として、平成２６年度一般会計補正予算（第５号）において５６９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を４４億９,２７３万とし、１１月１９日に専決処分したので、地方自治法第１７９条第１項及び第３項の規定により、これを報告し、承認を求めるものであります。
　議案第４４号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、本条例の一部改正につきましては、議案第４５号、４６号、４７号、４８号、そして４９号とも関連しますが、人事院は８月７日に国会及び内閣に対し、本年の民間給与との格差を埋めるため、世代間の給与配分の観点から、若年層に重点を置きながら、俸給表の水準の引き上げ等を勧告し、また地域の民間給与水準を踏まえ、２７年度からの俸給表や諸手当のあり方を含めた給与制度の総合的見直しによる俸給表の引き下げ等の勧告を行ったところであります。
　これらの国の人事院勧告等に伴い、本町職員における給与改定等の対応につきましては、情勢適応の原則の観点から、人事院等の勧告内容を尊重しつつ、給与等の改定を行うこととし、関係条例の改正について、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。
　議案第４５号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第６号）、議案第４６号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、議案第４７号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、議案第４８号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、議案第４９号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）についてでありますが、先ほどの議案第４４号で御説明いたしました上毛町一般職の職員の給与等の一部改正に伴い、それぞれの会計の職員の給与等の補正予算を計上するものであります。
　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただきまして、御可決いただきますようお願い申し上げ、提案理由の説明を終わります。
　どうぞよろしくお願いします。
○議長（大山　晃君）町長の提案理由の説明が終わりました。
　引き続き、議案内容の説明を行います。
　日程第４、議案第４２号　上毛町専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第４号））を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第４２号について御説明いたします。
　議案第４２号　専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第４号））について、地方自治法第１７９号第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。平成２６年１１月２５日提出、上毛町長、坪根秀介。
　理由でございます。行橋税務署の指導に基づき、所得税等の源泉徴収事務について自己点検を行った結果、源泉徴収漏れとなっている案件が判明し、直ちに本税等を自主納付しなければならないため、関係経費について専決処分したものでございます。
　次のページに、専決第４号ということで、平成２６年１０月３１日付の専決処分書を添付しております。それから、次のページに平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第４号）を添付しております。第１条で歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１５８万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億８,７０４万円とするものでございます。
　専決の内容でございます。予算書の８ページをごらんください。２款１項４目の会計管理費で、今回の自己点検に伴う行橋税務署に対しての自主納付の源泉所得税、それから復興特別所得税の不納付加算税及び延滞税、合わせまして１５８万５,０００円を専決処分させていただいております。
　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑ございませんか。
　宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）自己点検を行った結果、漏れていることが判明したということは、税務当局から示されている算定基準に対して、本町の会計管理の担当者は、その基準に対して間違った考え方をしていたということですか。
○議長（大山　晃君）会計管理者。
○会計管理者（中　　豊君）今回の徴収漏れの要因ということでございますけれども、一つは測量士とか不動産鑑定士の委託料が、所得税法では委託料という表現ではなくて、報酬、給料の源泉徴収と書かれております。
　先ほど、全国的ということでございましたけれども、全国的にこの委託料を徴収するという認識がなく、法律を誤認していたということでございます。個人の事業主については、事業所が源泉徴収を行って、税務署に納付するということになっているようでございますけれども、今回はそれがなされていなかったということでございます。
○議長（大山　晃君）宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）法律の誤認ということは、国が差し示した算定基準の内容が、各自治体に明確に伝わるような法律内容、指針ではないということですか。
○議長（大山　晃君）会計管理者。
○会計管理者（中　　豊君）これはもう全国的ということでございますので、私のほうはそのように承知しております。
○議長（大山　晃君）宮本議員、３回目です。
○２番（宮本理一郎君）ということは、今回、これを再認識して、今後、こういった間違いが、本町はもちろん、全国的になくなるという明確な改訂というか、お互いに認識がなされたところでございましょうか。
○議長（大山　晃君）会計管理者。
○会計管理者（中　　豊君）今後の源泉徴収につきましては、税務署と協議をしながら適切に処理してまいりたいと思いますし、庁内、役場のほうも課内等で研修等行いまして、このようなことがないように取り組んでいきたいと考えております。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
　安元議員。
○７番（安元慶彦君）今の説明の中で、不動産鑑定士の関係ということですから、特定財源の１４９万は、そちらのほうから入ってくるということでいいんですか。
○議長（大山　晃君）会計管理者。

○会計管理者（中　　豊君）そのとおりです。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）今年度だけがこういうミスを全国的に行ったとされるなら、他の年度と比べてどこがどう違って、今年度はこういう事態になられたのか。
○議長（大山　晃君）会計管理者。

○会計管理者（中　　豊君）先ほど、測量士とか不動産鑑定士の委託料ということで申しましたけれども、この委託料については、５年をさかのぼって調査をしております。５年前からこういうのは出ております。それ以前も多分出ていたと思います。だから、個人の委託料については、上毛町になってからは、旧新吉、大平時代も徴収はされていなかったと思われます。
　今回、そういうこともあって、税務署が５年をさかのぼって調査をするようにということで、自己点検を行ったということでございます。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認めます。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４２号　上毛町専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第４号））は、原案のとおり決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第５、議案第４３号　上毛町専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第５号））を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。
○総務課長（川口　彰君）議案第４３号について説明いたします。
　議案第４３号　専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第５号））について、地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。平成２６年１１月２５日提出、上毛町長、坪根秀介。
　理由でございます。第４７回衆議院議員総選挙及び第２３回最高裁判所裁判官国民審査が執行されることに伴い、管理執行に係る経費について専決処分したものでございます。
　次のページに、専決第５号ということで、平成２６年１１月１９日付の専決処分書を添付しております。また、次のページに、平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第５号）を添付しております。第１条で歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５６９万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億９,２７３万円とするものでございます。

　専決の内容でございます。予算書の８ページをごらんください。２款４項６目の衆議院議員総選挙費でございます。１２月１４日に執行されます衆議院議員総選挙等の経費ということで、１節の報酬から１８節の備品購入費まで、合わせまして５６９万円を専決処分させていただいております。
　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終了しました。
　これから質疑を行います。
　質疑はありませんか。
　宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）２年前に衆議院議員選挙がございましたけれども、そのときと税率は別として、金額的に増減はどうですか。
○議長（大山　晃君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）ほぼ同じでございますが、前回と違うといいますか、予算計上部分が１８節の備品購入につきまして、今回、投票用紙計数機の購入ということで、この分が今回、１台計上させていただいております。
○２番（宮本理一郎君）わかりました。
○議長（大山　晃君）安元議員。
○７番（安元慶彦君）専決処分の日が１１月１９日、衆議院の解散が１１月２１日の臨時会であっておりますが、この時点で既に国から選挙費に係る交付の内定といいますか、決定がなされておったのかどうか。私は、今臨時議会の専決でなくてもよかったんじゃないかという感じがしておりますが、その点はどんなものか。
　それから、財源を交付税に全て求めておりますが、繰り越しは全て使い果たしたということで交付税に求めておるのかどうか、その点をお尋ねします。
○議長（大山　晃君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）専決の日付が１９日ということでございますが、これにつきましては、県の選管のほうから準備をせいということで指示がございましたので、そうさせていただいておりますし、今回、臨時議会が２５日ということでございましたので、議運等の関係もございますので、県の選管の指示のほうが主でございましたが、そこらの兼ね合いを見まして、私どもが１９日ということで判断させていただいたところでございます。
　それと、繰り越しの関係でございますが、今回は繰越金については若干残っております。交付税を使うようにしております。
○議長（大山　晃君）安元議員。
○７番（安元慶彦君）繰越金は使い果たしていないということで、今の説明はそうとっていいんですか。
○議長（大山　晃君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）そのとおりでございます。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）国あるいは県の選挙の場合は、その部分が全額出ると私は考えておるわけでございますが、今回、一般財源で５０万計上されておりますが、これは町の負担が５０万という解釈でよろしゅうございますか。
○議長（大山　晃君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）一応、今回は５０万円ということで、これも前回と一緒ですけれども、５０万円計上させていただいておりますが、大きな選挙が六つほどありますが、特に備品関係につきましては査定等で全額になるかどうかわかりませんので、今回は５０万ほど上げております。ただし、最終的に認められれば、この５０万円という金額が全額対象になる可能性がございます。
　以上です。
○議長（大山　晃君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）一般財源５０万ですが、先ほど、備品購入の査定の関係で５０万円計上していますという説明でした。備品購入は３５万２,０００円ですが、どういうことなんでしょうか。

○議長（大山　晃君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）これ以外にもろもろの消耗品等がございますので、そこらの分も含めてということでございます。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終わります。
　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４３号　上毛町専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第５号））は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第６、議案第４４号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第４４号について説明をいたします。
　議案第４４号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について。上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例案を別紙のとおり提出する。平成２６年１１月２５日提出、上毛町長、坪根秀介。
　理由でございます。平成２６年度人事院勧告に伴い、本町職員の給与に関し、人事院勧告に準じた所要の改正を行う必要があるため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。
　今回、平成２６年度の人事院勧告に伴いまして、本町職員の給与等の改定をお願いするものでございます。今回、提案いたします本条例の一部改正につきましては、大きく分けて３点ほどの一部改正ということでございます。

　まず１点目ということで、職員給与でございますが、本年の民間給与との格差を埋めるため、若年層に重点を置きながら、給料表の改正を行うものでございまして、平均して０.３％の引き上げでございます。なお、平成２７年４月１日施行分の引き下げ勧告の改定提案につきましては、３月議会において提案する予定でございますので、よろしくお願いいたします。

　次に、２点目で勤勉手当の関係でございます。同じく、本年の民間との格差０.１５カ月分を勤勉手当として配分するものでございます。なお、平成２７年度からは０.１５カ月分を２回に分けて、それぞれ０.０７５カ月分を配分いたします。
　次に、３点目で通勤手当の関係でございますが、同じく民間の支給状況を踏まえ、使用距離によりまして１００円から７,１００円までの幅で引き上げを行うものでございます。詳細につきましては、新旧対照表で説明をさせていただきます。
　１１ページをごらんください。まず、通勤手当の関係でございますが、下のアの使用距離が片道５キロ以上１０キロ未満である職員につきましては１００円を引き上げまして４,２００円、それから順次、使用距離によりまして改正案のように引き上げをお願いし、次の１２ページの推移でございますが、使用距離が片道６０キロ以上の職員につきましては、最高７,１００円を引き上げるものでございます。
　次に、１３ページでございます。先ほどの２点目で説明いたしました勤勉手当の関係でございます。第２０条の中で、１００分の６７.５から１００分の１５を引き上げまして、１００分の８２.５とするものでございます。
　それから、１４ページをお願いいたします。先ほど、一番最初に説明いたしました職員給与の関係でございますが、別表第１のとおり改正を行うものでございます。なお、冒頭申し上げましたが、今回、提案しています案件以外の人事院勧告につきましては、平成２７年４月１日施行分でございますが、給与等の引き下げ勧告の改定提案等につきましては、３月議会におきまして提案する予定でございますので、よろしくお願いいたします。
　以上でございます。
○議長（大山　晃君）説明が終了しました。
　質疑を行います。

　質疑ございませんか。

　宮本議員。

○２番（宮本理一郎君）常に公務員の給与に関しては人事院勧告があるわけですけれども、この人勧は絶対に実施する義務があるのか、束縛があるのかということなんです。つまり、地方自治体はそれぞれに財政状況が違うと思うわけでございまして、これが一律に人勧の要請に対して負うというか、何というか、正しくしなければいけないという義務があるのでしょうか。
○議長（大山　晃君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）まず、県人勧と国が勧告するわけでございますが、基本的には、勧告ということは、労働基本権制約の代償措置ということで、国家公務員に対して適正な給与を確保する機能を有するものでございまして、能率的な行政運営を実施する上での基盤ということでございますので、基本的には勧告を行いまして、それに準じて勧告を受け入れまして、処理を行うということでございます。そういう観点から、地方公務員につきましても、そういうことに準じて行うということでございます。

○議長（大山　晃君）宮本議員。
○２番（宮本理一郎君）私が思うのは、人勧の場合は、全国を基準にしたものだと思うんですけれども、やはり地方は地方の経済情勢が、都市部、ローカルによって違うわけで、当然、所得額も違う。各家庭の所得の向上、生活の安定は、非常に喜ばしいことだと思うわけでございますが、それも町の財政とバランスがとれての話だと思います。その辺を町独自の標準査定というものが当然あろうかと思いますけれども、その辺と人事院勧告とのバランスを、町の財政等にらみながら、この人事院勧告に応じたらどうかと私は思うんですが。
○議長（大山　晃君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）当然、御指摘のとおりでございます。人事院勧告の中でも地域手当等がございますが、これは上毛町については対象としておりませんし、その地域地域で実情に合わせた分を上げております。また、先ほど申し上げましたように、来年４月１日施行分につきましては９％引き下げということで、基本的には民間給与水準の低い１２県をグループとした格差を踏まえまして、この引き下げということで、それぞれの地域地域の実情に合ったやつで行うということでございます。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終わります。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。議案第４４号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例及び上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第７、議案第４５号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第６号）を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。
　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第４５号について説明いたします。
　議案第４５号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第６号）。平成２６年度上毛町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。
　第１条でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４８万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４４億９,５２１万５,０００円とするものでございます。平成２６年１１月２５日提出、上毛町長、坪根秀介。
　それでは、補正予算の中身でございます。今回の補正予算につきましては、先ほど御説明いたしました議案第４４号と関係いたしますが、平成２６年度人事院勧告に伴い、本町の給与条例を人事院勧告に準じた所要の改正を行うため、改定後の給与額を補正するものでございます。８ページをお願いいたします。これは各款全般にわたりますが、２節の給料、それから３節の職員手当等々におきまして、合わせまして２４８万５,０００円をお願いするものでございます。
　以上、概略でございますが、全体的な説明でございます。

○議長（大山　晃君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はございませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、質疑を終わります。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４５号　平成２６年度上毛町一般会計補正予算（第６号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第８、議案第４６号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。

　長寿福祉課長。

○長寿福祉課長（末松克美君）それでは、議案第４６号を説明いたします。
　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。
　第１条でございますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,５５６万３,０００円とするものでございます。平成２６年１１月２５日提出、上毛町長、坪根秀介。
　７ページをお開きください。１款１項１目の一般管理費で２万２,０００円を減額し、１,２２２万７,０００円とするものでございます。内容としましては、２節から１９節で人事院勧告に伴うものでございます。
　以上でございます。

○議長（大山　晃君）説明が終わりました。
　質疑を行います。
　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑を終わります。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４６号　平成２６年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第９、議案第４７号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。

　長寿福祉課長。
○長寿福祉課長（末松克美君）それでは、議案第４７号を説明いたします。
　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。
　第１条でございますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８万５,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,２３７万６,０００円とするものでございます。平成２６年１１月２５日提出、上毛町長、坪根秀介。
　７ページをお開きください。１款１項１目の一般管理費で８万５,０００円を減額し、８５９万５,０００円とするものでございます。これも先ほどの国民健康保険と同じく、２節から１９節までの人事院勧告に伴う補正でございます。
　以上でございます。

○議長（大山　晃君）説明が終わりました。
　質疑を行います。
　質疑はございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、質疑を終わります。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４７号　平成２６年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１０、議案第４８号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。
○建設課長（古原典幸君）それでは、議案第４８号について御説明させていただきます。
　議案第４８号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）。平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。
　第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５,９４８万５,０００円とする。平成２６年１１月２５日提出、上毛町長、坪根秀介。
　予算書の７ページをお願いいたします。１款１項１目処理施設等管理費で補正額１０万１,０００円とし、合計で３,０６１万７,０００円とさせていただくものでございます。これにつきましても、人事院勧告による２節から１９節の補正でございます。
　以上でございます。

○議長（大山　晃君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はございませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、質疑を終わります。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４８号　平成２６年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１１、議案第４９号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。

　建設課長。
○建設課長（古原典幸君）それでは、議案第４９号について御説明させていただきます。
　議案第４９号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）。平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。
　第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１１万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億９８３万６,０００円とする。平成２６年１１月２５日提出、上毛町長、坪根秀介。
　予算書の７ページをお願いいたします。１款１項１目の一般管理費でございます。補正額１１万２,０００円とし、合計で４,５５５万３,０００円とさせていただくものでございます。内容につきましては、人事院勧告による２節から１９節の補正でございます。

　よろしくお願いいたします。
○議長（大山　晃君）説明が終わりました。
　これから質疑を行います。
　質疑はございませんか。

　安元議員。

○７番（安元慶彦君）予算内容ではございませんけれども、ちょっと総務課長にお尋ねします。特別会計の担当職員ですが、大体この給料を見ますと、低い方で３０万届かん人もあるようですが、あるいは高いほうで３６万円クラスもおるようでございます。大体これは職階でいいますと、係長クラスがこの特別会計の分担となっているのか、その辺はどうですか。
○議長（大山　晃君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）係長クラスもありますし、国保関係は担当レベルを計上させていただいております。
○議長（大山　晃君）ほかにありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）質疑なしと認め、質疑を終了します。
　これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）討論なしと認め、討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（大山　晃君）全会一致。よって、議案第４９号　平成２６年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）日程第１２、推薦第１号　上毛町農業委員会委員の推薦についてを議題といたします。
　お諮りします。
　農業委員会等に関する法律第１２条第１項第２号の規定による農業委員の推薦は議長発議です。会議規則第３９条第３項の規定により、趣旨説明は省略したいと思います。これに御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。よって、趣旨説明は省略することに決定しました。
　これから、推薦する農業委員候補者の数並びに氏名を職員に朗読させます。
　事務局長。
○議会事務局長（垂水英治君）それでは、推薦第１号の議案の次のページを御参照いただきたいと思います。
　議会推薦の農業委員候補者、推薦する委員の数、一人、候補者の氏名等ということで、氏名、南徹道（ミナミ テツミチ）、性別、男、生年月日、昭和○○年○月○日、住所、上毛町大字○○○○○○番地。

　以上でございます。
○議長（大山　晃君）お諮りします。

　議会推薦の農業委員は、ただいま朗読いたしました１名の方を推薦したいと思いますが、御異議ありませんか。
（「異議なし」という声あり）
○議長（大山　晃君）異議なしと認めます。よって、推薦第１号　上毛町農業委員会委員の推薦については、原案のとおり可決されました。
───────────────────────────────
○議長（大山　晃君）これで、本日の日程は全て終了しました。
　平成２６年第１回上毛町議会臨時会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時５０分
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